
 

 

 

 

 

むつ市一般会計 26 年度予算案総額 405 億円過去３番目の規模 
◀◀保育料完全無償化へ１億円を計上▶▶ 

むつ市は 2月６日、2026年度一般会計当初予算案

を発表しました。総額は前年度当初比４億 1,700万

円減の 405億円で、過去３番目の規模。デジタル防

災センターなど大型公共工事の進捗や事務事業の見直

しで全体を圧縮した一方、むつ総合病院への貸付金は

物価高騰で５億円増の 30億円となりました。 

 歳出は人件費など義務的経費が 12.5億円増の

179.2億円、普通建設事業費は 25.6億円減の 21.7

億円となりました。 

 新規事業は 44事業。子育て支援として保育料の

完全無償化に１億円、キッザニア（子供向け職業体験

型テーマパーク）が行う仕事体験イベントの開催に

1,700万円を計上しました。 

他にも行政サービスや市内の店舗・事業者情報をス

マホで受け取れるポータルアプリ導入、産業用地の整

備に向けた適地選定調査、市民のニーズに対応できる

持続可能な公共交通ネットワークをつくる「むつ

MaaS構築事業」などに取り組むとしています。 

 産業振興では、食に関係する企業誘致などを目指

すしもきたハイテクフードバレー推進事業 1 千万円、、

市ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）ビジョ

ン策定に 3,400万円など。空港整備の構想検討には先

日に発足した協議会の負担金 200万円など。 

その他、国スポ・障スポ推進事業として 10.5 億円

を計上。計６競技の運営の他、広報啓発費用です。 

昨年開始の自動運転バス実証運行に２億円を計上。 

 歳入は自主財源が５.6 億円増の 112.6 億円。市税

も同程度増の 65.5億円となっています。 

 原子力関係の交付金は 23.9億円で、新たに共創会

議の交付金として原子力発電施設等立地地域基盤整備

支援事業交付金 4,900万円を計上。使用済燃料税は、

新たにキャスク５基の搬入で 4,300万円としました。
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この記事、図は 2月 7日付け東奥日報、

デーリー東北より要約引用しました 



むつ市議会第 267回定例会が開催されました～一般質問には 11名が登壇しました 
 むつ市議会第 267 回定例会は 2 月 19 日から 3 月

13日の日程で現在開催されています。一般質問は2月

26、27 日、3 月 2 日の 3 日間開催されました。杉浦

議員は①防災行政無線の活用方法、②大雪に対する 

高齢者世帯への支援の 2点の質問を行いました。 

 また、むつ中間貯蔵施設の事業者間連携（共同利用）

問題については高橋征志議員、佐藤武議員がそれぞれ

問題点を指摘しました。 

【杉浦弘樹議員の質疑概要】 

① 防災行政無線の活用方法 

〔質問〕 地元の消防団から地域で火災が発生した際

の出動に関する情報伝達手段として団員専用防災か

まふせメールやコスモキャストだけでは時間帯によ

って聞き逃し出動に弊害が出るため、従来方式の防

災行政無線の活用を可能にして欲しい。 

〔答弁〕 防災行政無線を消防団員の招集に使用する

ことは物理的に可能ではあるが火災発生時における

消防署等の人員配置の状況により放送業務を迅速に

行うことが困難な場合も想定される。そのため各地

区の地域特性に配慮した運用方法などについてあら

ためて関係機関と協議を進めながら検討したい。 

② 大雪に対する高齢者世帯への支援 

〔質問〕 高齢者・障がい者世帯に対する住宅の屋根

の雪下ろしについては自治体からの支援は民間業者

の紹介などに限定されているが、具体的な支援制度

を制定していただきたい。 

〔答弁〕 現状はこうした世帯

に対する支援としては玄関か

らの出入りのための除排雪に

限定されているが降雪対策本

部が設置された場合などに屋

根の雪下ろし支援も他の自治

体の状況などを勘案しながら制度化を検討したい。 
 

むつ中間貯蔵施設の事業者間連携（共用化）については 2 名の議員が質問をしました 

《高橋征志議員》 

質問 立地協定に反する共用化の提案がなされたこと

に対する市の受け止めについて 答弁 現時点で特定

の方向性を定めているわけではない。この判断につい

ては市民の皆さんの安心や地域への影響を最優先に議

員の皆様からのご意見やこれまでの経緯や今後の状況

などを丁寧に確認しながら必要な情報をしっかりと見

極めた上で判断していきたい。 

質問 エネルギー基本計画と共用化の関係に対する市

の見解について 答弁 エネルギー基本計画における

事業者間連携については現状で国全体での使用済み燃

料の貯蔵能力の拡大が事業者共通での共通で取り組む

べき課題であるとしており、その点は理解しているが、

当市の施設に限定した記述ではないと考える。 

質問 搬入量減少に伴う減収の補填

について検討しているのか  答弁 

事業者側から我々の意思を無視し一

方的に事を進めているというわけで

はなく協定に違反している状況では

ないことから特に検討はしていない。 

《佐藤武議員》 

質問 事業者間連携という提案自体が立地協定に反す

るのではないか答弁今回の事業者間連携の検討に対す

る提案はあくまで事業者からの打診の段階であり現時

点において直ちに立地協定に反するものではないと考

えている。 

質問 一昨年の安全協定締結しに事業者は搬入量を

5000トンと明言、一年足らずで 4000～4500トンに

変更、12月の特別委員会では4500トンに再変更した

点について具体的に事業者からどのような説明を受け

ているのか 答弁 昨年 9月と本年 1月の特別委員会

での説明の内容が我々が認識しているものであり、そ

れ以外に具体の説明は受けていない。 

質問 予定不足分500トンの事業者間連携量、比率が

変わっていく可能性はないのか 答

弁 最終的な貯蔵量は協定において

も 5000 トンと定められており、そ

の枠組みで事業が進められるものと

認識している。 

 

3 月 4 日には中間貯蔵施設調査検討特別委員会が開催されました 

 267回定例会の開催期間中の 3月４日午後に「使用済

燃料中間貯蔵施設に関する調査検討特別委員会」が開

催され、去る 2月 4日にむつ市議会宛に提出されてい

たむつ商工会議所による『リサイクル燃料備蓄センタ

ーにおける貯蔵量確保に関する請願』の取り扱いにつ

いて請願趣旨提案（紹介議員 中村正志議員）、反対討

論（佐藤武議員）、賛成討論が行われました。 

 この請願は東京電力等が提起している事業者間連携に

ついて具体的な検討を進めることを促す請願です。確

かに事業者間連携了解とは記載されていませんが、国

の原子力政策に協力する立場を表明しており、容認す

る立場にあるものです。 

 請願は杉浦弘樹、工藤祥子、佐藤武の 3 議員以外の

賛成多数で本会議へ付託することが確認されました。

※ 請願書全文は次ページ参照 



リサイクル燃料備蓄センターにおける貯蔵量確保に関する請願 
(請願者：むつ商工会議所) 

(紹介議員：中村正志 大瀧次男 住吉年広 佐々木隆徳 佐賀英生) 

 

(主旨)昨年 12月、東京電カホールディングス株式会社他か

ら、当市において使用済燃料の中間貯蔵事業を行っている

「リサイクル燃料備蓄センター」に関し、“事業者間連携”

の検討を開始したい旨の説明があった。これを受け、事業

者から当該連携に係る具体案を聴取した上で、最終的な貯

蔵量及び原子力施設との共創に向けた将来像について検討

を行うことを求め、請願するものである。 

(理由) 本事業は、平成 12年に当市が使用済燃料中間貯蔵

施設の立地可能性調査を東京電力株式会社へ依頼し､翌年の

現地調査､平成!6年の立地協力要請を受け､平成 17年 10月

に県、市､東京電力株式会社、日本原子力発電株式会社の４

者で「使用済燃料中間貯蔵施設に関する協定」を締結して

いる。その際に、当所では｢事業を受け入れた街の将来像」

を共有し、二万人にのぼる署名を集めた歴史がある。 

 その後、平成 22年に着工したものの、事業者であるリサ

イクル燃料貯蔵株式会社は幾度にも渡り、事業開始時期を

先延ばした。当所は事業環境の安定確保及び施設の操業に

向けた効率的且つ迅速な審査を求める意見書の提出に関す

る請願を平成 30年に市議会へ提出し、ようやく令和６年に

操業が開始された経緯がある。 

 本事業への協力によって、本来であれば、十数年以上も

前から経済的な側面を含め、地域へ大きな好循環が生まれ

ていたはずであるが、操業の遅れから発電等による恩恵を

大きく享受している都市圈との格差は拡がったままの状態

であり、又これから本格的に使用済燃料が搬入され、よう

やく市歳入の増加等で当市が発展しでいくことを期待され

はじめた中､昨年７月と 12 月、事業者より中長期的搬入・

搬出計画が示され､現時点で考えられる最終的な搬入量につ

いて、4,500 トンまで搬入出来ると考えでいるが､予定して

いた 5,000 トンを達成するために事業者間で連携を図るこ

とを含め検討したい旨の説明が√市及び市議会へ行われた。 

 この二十数年もの間、我々経済界は二分するような大き

な議論を経て、本事業との共存共栄という道を選択し、市、

ひいては国策へ大きく協力してきたことはご承知のとおり

である。そのような歴史から、搬入計画が減少することで､

当初描いたはずの市の将来計画が損なわれではならない重

い認識がある。 

 5,000 トンが搬入されることで､市歳入の増加や様々な地

域経済への波及により、商工業振興施策の充実や､地域の活

性化等につながると考えている。我々は市内商工関係者、

さらには県内立地町村の商工会とともに「青森地域エネル

ギー施設商工団体協議会亅を設立し、下北半島全域におい

て原子力事業が遅滞なく推進するため、また､原子力エネル

ギー重要性の理解促進に努めるなど、多くの方々と共に本

事業の誘致及び推進を後押ししてきたものである。 

 その方針を継続していく上で、非常に重要な課題が今回

我々にも提示されたと認識している。 

 このことから、市及び市議会においては、事業者から本

件に対する具体的な説明を受けた上で我々と同様しっかり

と誘致に至る経緯並びに共有された将来像に向けてより具

体的な検討を図っていただくよう請願するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むつ市議会第 267回定例会 

一般質問概要 

(デーリー東北より) 



むつ病院再建協議体 現行の 24 診療科の維持存続を確認しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 12 月の地震で被災したむつ総合病院の再建に

向けた協議体は２月 25 日の会議で地域医療存続のた

め、現在開設している全 24 診療科を新病院でも引継

ぎ、19 診療科の人院病床も維持する方針を確認しま

した。 

また、前回会議で人口減を踏まえ現在の稼働病床

365床から 250床程度に減らすことで合意していまし

たが、今回、その内訳の報告がありました。それによ

れば高度急性期機能の ICU(集中治療室)と感染症病床

は各 4 床、一般病棟（急性期機能)212 棟で、そのう

ち小児科は 13床、産婦人科は 19床、また地域包括ケ

ア病棟(回復期機能)は 30床となっています。 

なお、トータル的な再建基本計画は年度内に策定す

る予定としています。 

2/25 デーリー東北→ 

2/22 東奥日報 



東北電力による東通原発の「防護設備の性能試験未実施・試験記録の不適切作成」 
に関する根本原因分析結果と改善措置計画の問題点 

昨年 11 月に発覚、報道された東北電力東通原発で、

外部から敷地内への侵入を防ぐ監視装置の性能試験や

保守点検で意図的な不正があったことが表面化。 

この事案について去る２月 18 日に東北電力は原子

力規制庁、青森県、東通村に対して「防護設備の性能

試験未実施・試験記録の不適切作成に関する根本原因 

分析結果と改善措置計画」を報告しました。 

東北電力が報告した内容は公式説明だけを見ると一

応の整理はされていますが、内容にはいくつかの重要

な問題点があると考えます。以下では、(1)事案の概

要、 (2)東北電力の原因分析、(3)改善計画、(4)その

問題点と整理し、まとめてみました。

◀◀◀原因分析結果と改善措置計画の具体的な問題点▶▶▶ 
(1) 事案の概要 

問題となったのは、核物質防護設備の性能試験など

に関して①本来行うべき性能試験が実施されていなか

った、②実施したように見せる試験記録が作成されて

いた、というものです。 

この不正は長年「前例踏襲」で続いていたと説明さ

れています。つまり試験未実施、記録の虚偽作成とい

う、安全管理の根幹に関わる問題でした。 

(2) 東北電力の「根本原因分析」 

東北電力は原因を大きく次の 3点に整理しました。

①PDCA（計画・実行・評価・改善）を問い直す意識

の弱さ、②核物質防護の重要性への認識不足、③本店

や発電所幹部の関与不足、としています。要するに

「組織文化・管理体制の弱さ」が原因という説明で

す。 

(3) 改善措置計画 

東北電力は再発防止として 19項目の改善計画とし

て管理体制の強化、核物質防護教育の強化、本店の関

与強化、社内点検の強化などを実施するとしていま

す。また、社長など役員 6人が報酬 2割を 2か月返

納、関係した社員 21人を処分検討という対応も示し

ました。 

(4) 分析結果・改善計画の主な問題点 

この報告には、原子力行政や市民の側から見ると以

下のような問題が指摘できます。 

① 原因が「意識問題」に矮小化されている、説

明の中心は・意識の弱さ・認識不足です。しか

し実際の事案は・試験未実施・記録の虚偽作成

という組織的不正の性格を持つものです。その

ため「倫理・コンプライアンス問題」「内部統

制問題」としての分析が弱いと指摘されます。 

  ② 長期間続いた理由の説明が不十分、東北電力

は「前例踏襲」と説明していますが、いつか

ら、誰が認識していたのか、なぜ内部監査で見

つからなかったのか、など、組織的に見逃され

てきた構造が十分に説明されていません。これ

は安全文化の深刻な劣化の可能性を示唆しま

す。 

  ③ 内部チェック機能の問題が曖昧、本来、原発

では・品質保証、・内部監査、・原子力部門の

監視、など多重チェックがあるはずです。しか

し今回、不正記録が作られ、長期間発覚しなか

ったことから 

内部監査・品質保証が機能していなかった可能

性があります。それにもかかわらず、改善策は

比較的抽象的です。 

  ④ 改善策が「管理強化」に偏っている、提示さ

れた 19項目は主に・教育、点検、管理強化、

です。しかし重要なのは・不正が起きにくい制

度設計・内部告発の保護・外部監視などです

が、それらが弱いという指摘があります。 

  ⑤ 原子力規制への信頼問題、核物質防護設備は

テロ対策、原発防護に関わる非常に重要な設備

です。そこに・試験未実施・記録改ざんがあっ

たことは原子力事業者としての信頼性を大きく

損なう問題とされています。 

(5)総括（市民・自治体から見た核心問題） 

この報告の最大の問題は次の点です。「組織的不正

の可能性を、意識や前例踏襲の問題として処理してい

る」つまり構造問題 → 意識問題へ組織責任 → 現場

問題へ、と矮小化されている恐れがあります。

 

 

 

 

 

 

 

 

《防護措置のイメージ》 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2025年末に閣議決定した26年度予算案は、歳出額

122 兆 3,092 億円で、前年度当初予算に比ベ 6 兆

7,677億円増となり、2年連続で過去最大となった。 

歳出の中で最も多いのが、高齡化などで増える社会

保障関係費で、前年比 7,621 億円増の 39 兆 559 億

円。防衛関係費は 3,349 億円増の 9 兆 353 億円と初

めて 9 兆円の大台乗せとなった。国債の利払いと元本

償還などの費用である国債費は、過去最大となる 31

兆 2,758億円と歳出全体の 4分の 1を超えた。 

一方、歳入面では、税収を 83兆 7,350億円と前年

比 5.9 兆円増を見込んでいる。企業業績の好調による

法人税の増加とインフレによる消費税増収のためだ。

7 年連続で過去最高を更新する見通しで、新規国債の

発行額は 30兆円を下回る 23兆 5,840億円とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          高市政権 2026年予算がもたらす未来は？？？ 

     防衛費拡大で膨張する財政、国債利払い費増大も懸念 

総選挙の結果、自民党だけで 3分の 2を

超す議席を得た高市政権は、特別国会を招

集、国民生活に不可欠な 2026 年度予算案

の審議が始まった。スケジュールが 3 週間

以上ずれ込んだにもかかわらず、年度内の

成立を目指すという。 

高市政権は「強い経済」の実現に向けて

「責任ある積極財政」を掲げているが、重

視しているのは防衛力の増強。 

膨張する財政は金利の上昇を招き、さら

なる円安からインフレが進む可能性が高

い。予算案はわずかな物価高対策だけで、

国民の負担増となる政策がずらりと並ぶ。

国民生活の疲弊は避けられないだろう。 

防衛費、4年で 67％増加！ 
 歳出の中で増加が著しいのが防衛費。米軍再編

経費などを含め９兆円を超えた。現在の防衛力整

備計画が始まったのが 23 年度。その前の 22 年度

と比べ 67％も増加させている（右表参照）。 

なかでも目立つのか敵地攻擊能力を持つ兵器

で、1兆 7,081億円をつけている。22年度に比ベ

2·1 倍も増やした。地上から敵艦艇を攻撃する

「12式地対艦誘導弹能力向上型』などに 1,770億

円を計上。 

また、ウクライナ戦争を契機に、戦争の形態が

変化しているとして、ドローンなど無人化の開発

を急いでいる。そのためドローン、無人潜水艇な

どに AI（人工知能）を組み合わせた「無人アセッ

ト防衛能力」の強化に 2,773億円をつけた。  

さらには、無人機を活用する多層的沿岸防衛体

制（日 HIELD）を 2 年度中に構築するとして、

1001億円を計上している。 

米国からの兵器購入も増やす。26 年度輸入装備

品総額は約 1 兆 1,000 億円で、22 年度に比ベて

1.9倍に膨らむ。円安を輸入装備品の価格が上昇し

ていることもある。艦艇で運用される最新鋭ステ

ルス戦闘機の F35Bは 128億円から 242億円とな

る。円安による価格上昇で購入を躊躇した形跡は

ない。      （3月 5日付社会新報から引用） 

 



                笹沢魯羊著「宇曽利百話」より 

今回から当面は郷土の民俗史研究家として知られる笹沢魯羊

氏の代表著作でもある「宇曽利百話」からその一部を紹介します。

氏の略歴などは昨年 11号でご紹介していますが、文章は旧文字、

仮名遣いなどが多いため適宜修正している部分もあります。また、

古い言葉ではっきりした意味が分からない単語や用語も数多くあ

ります。一部で読み方や意味を付け加えていますが全てではあり

ませんのでご了承願います。 

前回（25 年 11 月号）は「土俗十題」から『とまり宿』と『ヨ

ボシコ』を掲載しましたが、その続編です。 
「土俗十題」PART2 

丁稚奉公 

商家の子弟は寺子屋を下りると

大抵、丁稚奉公に出た。丁稚奉公

の年季は五年乃至七年が普通にて、

七年以上を勤むれば煙草入を与え

られて番頭格となった。同一町内

の商家へ丁稚奉公する者もあり、

あるいは野辺地・青森・箱舘の商

家へ奉公に出づる者もあった。な

るべく大きな、しかも厳格な主人

の処へ奉公することを誇りとした。

店舗が大きければ奉公人も自然多

勢であり、多勢の中に入って辛酸

を甞め切瑳するのが目的であった。 

厳格なる主人の許に五年なり、

七年なり奉公したとなれば、世間

の信用を得ることが出来た。朝の

起床は春夏は五時前、秋冬は六時

前であった。店舗の内外を清掃し

煙草盆及びランプを掃除して、嗽

い洗面を済まして、神棚並びに仏

壇へ供え物をして、然る後に朝飯

となるが米粟半々、または米三稗

七の御飯に菜っ葉汁が普通にて、

偶に豆腐汁のこともあった。野辺

地は朝の茶粥が有名であった。津

軽は雑穀に乏しいので青森は米飯

であったらしい。夕飯後に其の日

の売上勘定をしたが、金銭の単位

が低いため一厘銭が沢山２にあっ

たので、百枚壱繋ぎとして藁の銭

差に刺し連ね、五厘・一銭・二銭

の銅貨は五拾枚づゝ紙に巻包んだ

ものだ。売上勘定を終えると各自

の小机を持出して、習字・算盤の

稽古を始めたが、十三、四才の年

少の者共だから、昼の疲れにコク

リ、コクリと舟を漕ぎ出すものも

あった。夜は十時就寝が普通にて、

来客でもあると十一時に及ぶこと

もあった。据風呂のある家は七日

乃至十日に一度入浴したが、銭湯

へ浴する向きは一ヶ月に二度程度

であった。九月二九日はいわゆる

九日餅の節供であるが、主人から

足袋を呉れたもので、此日に初め

て足袋を履くことが許された。そ

れ迄は仮に雪が降っても、氷が張

っても足袋を履くことが出来なか

った。年に二度主人から仕着が下

りたもので、正月に袷（あわせ）

一枚、盂蘭盆に単衣（ひとえ）一

枚であった。 

田名部の角丸印越後屋権兵衛の

二番目息子良蔵が、明治八年四月、

寺小屋を下りた年に十一才五ヶ月

にて、青森博労町の和島屋丑右衛

門方へ丁稚奉公に出たが、次の

品々を携帯して居る。 ・算 盤 一

面 ・硯箱一組 ・半 紙五帖 ・中保 

一帖 ・用文章一冊 ・手本一冊 ・

手合李一ケ・足駄一足・夜着一

枚 ・敷布団一枚・敷布一度枚・枕

一ケ・丹前一枚・縞綿入一枚・縞

袷一枚 ・縞単衣 一枚・襦袢一枚・

半ちや 一枚 ・筒 袖一枚・股引一

足・男帯二本 ・前掛一枚・下帯 一

本・紺足袋二足・手拭二筋 ・風呂

敷二枚・柳合李一ケ・中合李一ケ 

嫁貰いと物結銭 

嫁貰いの話を始むるに仲人は

「物ゆい銭」を持参する慣例があ

った。結ぶことを 「ゆふ」という

ので、話を芽出たく結び纏める意

味から、物結銭の名が起きたので

あろう。金額は真んの印に過ぎぬ

もので、昭和十年頃迄十銭銀貨一

枚を乃斗袋に入れて持参した。大

切な娘さんを貰受くるのだから、

何れ返事は追ってするというのが

普通で、仲人は物結銭を置いて来

るのである。物納銭を置いてある

間に仲人は二度、三度と訪ねて懇

望しめでたく話を纏めたもので、

話が首尾よく纏まらぬ場合は物結

銭を戻された。 

物結銭は東通の村々と、西の端

の九艘泊では、昭和十年頃なお行

われていた。嫁貰の話が纏まれば、

輿入の日は仲人を先頭にして、

嫁・相手嫁両親又は是に代るべき

者の順序に婚家へ到るが、玄関に

三方又は白木の台に酒・干肴・盃

が揃えてあって、これを受けて座

敷へ入ったのである・嫁はやがて

主婦として台所を司る意味から嫁

だけは相手嫁と共に勝手口へ廻り、

台所から座敷へ通る家もあった。 

大畑の小目名や関根橋にては近

い頃まで、嫁の「うけとり、わた

し」即ち、三々九度の盃を、荘重

な神楽の拍子につれて行うた。嫁

が挨拶の盃を客へ献じて廻る時に

も神楽を奏した。 

東通在や九艘泊にて嫁取の席に

当の婿が居らない風もあった。婿

は他家にあって朋輩と一緒に酒を

酌み交して居たものである。是は

嫁を一家の働手として新たに迎え

た事に重点が置かれた為めか、な

いしは「とまり宿」の慣行によっ

シリーズ・歴史を紐解く㉞ 



て、嫁婿二人の間は既に充分知り

尽くされて居たゆゑであろう。 

畳と万年床 

田名部の新谷平を千軒平という

た。新谷千軒というたもので、蝦

夷の住んだ竪穴の跡が沢山に見ら

れた。猿ケ森にも巣元千軒の名が

あり、巣元も同じく蝦夷の群居の

跡であった。竪穴は竪三間、横二

間位の楕円形にして土を二、三尺

掘下げて、丸太柱を立て茅または

草にて屋根を葺いた。住居はこの

竪穴様式から掘立小屋となり、更

に土台を据えて床板を張り、床に

は茣蓙を敷くに至り、茣蓙から更

に畳となった。畳も元は呉座の厚

手なもので、文字の示す如く平常

は畳み重ねて置き、正月とか、祭

礼とか、仏事とか紋日に限り敷き

用いた。現在の厚畳は徳川の中期

に北陸通の廻船により齎された。 

農家の間取は概ね何処も似たも

ので、台所に続いて寝部屋を作っ

てある。寝部屋を納戸とも称する

が、一間半四方ないしは一間半に

二間にて、三方を板または壁にて

仕切り、一方に板戸を建てて出入

する。二部屋並べて居る家もある。

藁または稗殻を下敷として、その

上に寝呉座を敷いて臥したもので、

敷藁の散乱を防ぐために敷居を一

段高くしてあった。或は幅五寸位

の厚板を敷居の内側に横にする家

もあった。下敷の藁または稗殼は

秋に新藁が出来ると敷替えたが、

其の間に春・夏の二三度天気の好

い日に戸外に藁を乾した。従って

万年床は止むを得ない事情のもの

であった。藁布団を使用するに至

って敷藁を廃したが、旧慣は容易

に去らず布団を敷放して、部屋も

暗いために清掃は殆んど行われず、

依然として万年床が続けられたの

である。 

東通村目名にて昭和五年十一月

二五日真昼中に大火があった。寝

部屋の物を探すに部屋の中が暗い

ので、昼日中提灯を点したままに

置き忘れて、此の大事を仕出がし

たのであった。然るに衛生思想が

漸次に発達し、生活様式も自ら改

良されて、綿布や綿が潤沢に使用

されて、藁布団に代って綿布団が

普通に使用されるようになり、更

に寝部屋にも硝子窓が填められ、

硝子戸さえ建てられて採光・通風

に注意するようになり、部屋の清

掃も日々行われて、万年床の陋習

（ろうしゅう=悪い風習）は漸く

除かれた。 

半太窪 

昔は火事の火元を極端に憎悪し

迫害した。殊に放火した者の如き

は惨酷な成敗をした。天保五年三

月三十日、川内で泉竜寺を追出さ

れた雷州という坊主が、不心得千

万にも泉竜寺を焼払う意図にて、

門前木津屋の裏小屋に放火して、

折からの南風に大火事となり、泉

竜寺・憶念寺のニケ寺炎上し、町

家をも多く焼亡した。雷州は直ち

に捕られて多善寺の墓地へ引立て

られて、怒れる人々の鳶口に散々

に敵かれ、半殺しにされて、簀捲

（すまき）にされて後の淵へ沈め

られたという。 

元治二年（1865年）五月二八日

の真昼中、奥内村物書の家からを

失してヽ村中二十六軒焼亡して一

村全滅した。火元一家は村中の迫

害を恐れて、余燼（よじん=火事

などが燃え残っている様子）なお

納まらぬ間に船で津軽へ遁げよう

と、浜へ下りて居た処を捕られて、

山中へ引立てられて生埋めにされ

た。物書の伜、半太という少年は

村人の隙に逃出して、田名部の修

験大覚院の許へ駈込み助けて貰う

心であったが、自分一人助かった

ところで如何にもならぬ、と途中

から思い直して村へ引返し、目を

皿に捜して居た村人の手に、半太

少年もまた、生埋めにされた。其

の跡を半太窪と呼ぶのである。其

の秋の収穫期に夥しい蛾群が襲来

して、畑一面を蔽うて総ての作物

を喰荒し、このため殆んど収穫は

皆無となり、加之（しかのみなら

ず）、村内ニケ所の井水は溷濁し

て飲料とならぬに至った。巫女に

卜占して貰うた処、半太一家の祟

であるにより、大供養を行うにあ

らざれば、災厄が重ねて襲来する

といわれ、大覚院の行者を招いで

供養を営み大施餓鬼を執行した。

爾来村の井戸の溷濁することがあ

れば半太が、凶変を予報するもの

として、互に戒めて火の元を厳正

にし、伝染病の予防をも怠らぬよ

うにして居る。太平洋戦争中にも

大遠忌を勤修して村中の無難を祈

念して居る。 

東通村目名字立山は根津屋平之

丞新墾の土地にて、目名新田、又

は根津屋新田ともいう。七戸又は

九戸方面から移住の農家七八戸在

住して、根津屋は新田取締に関東

者の木村理吉を置いた。女房は田

名部明神町生の山田ソノであった。

理吉は辛抱者にて新田の百姓に小

金を貸して利子を取っていたが、

元利金の滞る者には督促が厳重に

なった。之は牝鶏晨（ひんけいあ

した）を告ぐるの類にて、督促の

厳重なるは女房ソノの致す処とい

われたが、明治十八年九月二七日

午前三時頃、理吉の住家は焼けて

理吉（六十歳）妻ソノ（三七歳）

の両名は焼死して居た。田名部警

察署は此の火災に不審を抱き、探

偵某百方探索して五日目に殺人放

火犯人として、同所の百姓畑山万

平外一名を逮捕した。万平は主謀

者として同十九年四月十四日弘前

裁判所の公判に於て、謀殺及放火

罪にて無期徒刑を言渡され、服役

中数度恩赦に浴して出獄した。実

は村中の談合により行われた犯罪

であった。

 

全 10題のうち前回２題、今回４題

を掲載しました。次号へ続きます。 

※ 次回以降も「土俗十題」の続き、「恐山五題」「明治黎明」をご案内する予定です 


